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概要 近年，デジカメ・炊飯器・携帯電話等，身の回りの電気製品の多くは小規模なコンピュ

ータシステム（組み込みシステム）によって制御されている．組み込みシステムを学ぶ際に，「プ

ログラミング」は避けて通れない．これは，「プログラミング」は苦手だが，ものつくりに情熱を

持つ若者，あるいは「プログラミング」と縁のなかった年配の教師に対して大きな障壁となって

いる．それらの人たちを対象とした，組込みシステム入門の教材開発を模索していたところ，無

線機能を搭載した TWE-LITE
[1]と言うマイコンがあることを知った．魅力的に感じたのは， 

 (1) プログラム開発なしにデータの送受信の実験が可能なこと（技適を受けている）． 

(2) 安価なこと（1台 2,000 円程度 2012年 6月現在）. 

(3) 必要に応じてプログラムを書き換えられること． 

の点である．これと，インパクトの大きい教材としてよく知られたモデルロケットを組み合わせ

ることで「プログラミング」を意識しない，組み込みシステム入門用教材の開発を行った． 

 

教材の概要 図 1に教材の概要を示した．モデ

ルロケットには，TWE-LITE と加速度センサを搭

載し，地上に置かれた TWE-LITE に飛行中の加

速度データを送信する．必要に応じて補助アンテ

ナを設ける．受信した信号は参加者がスピードを

イメージできる形に信号処理され，音・振動・光

などの体感装置を駆動する．新たなプログラムは

起こさず，出来る限り単純な形にまとめる． 

表 1 に教材の仕様をまとめた．対象は概要に述

べた通りである．使用場面としてはオープンキャ

ンパス等の短時間の演示を想定している．演示で

興味を持った人が容易に自作・追試できるために，

モデルロケットエンジンは火薬の消費に届け出

不要なものとする．そして 5000 円を予算枠とす

る．実働の模様は会場にて報告する．                                                                                                                                                                               
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図 1 教材の概要 
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